
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】関節交換手術等における補綴寛骨臼殻のインプ

ラント又は修復に使用するに適したドライバー装置を提

供する。

【解決手段】第１の回転部材（シャフト１２）、第２の

回転部材（シャフト１４）、角度の付いたハウジング１

８及び複数のピン２０を含む角度の付いた外科用ドライ

バーである。第１の回転部材と第２の回転部材は、互い

に角度を持って関連付けられる。角度の付いたハウジン

グ１８は、第１の回転部材及び第２の回転部材と回転可

能に接続される。複数のピン２０は、第１の回転部材を

第２の回転部材に動力を伝えるように接続する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、
　 第 １ の 回 転 部 材 と 、
　 前 記 第 １ の 回 転 部 材 に 角 度 を 付 け て 関 連 付 け ら れ る 第 ２ の 回 転 部 材 と 、
　 前 記 第 １ の 回 転 部 材 及 び 前 記 第 ２ の 回 転 部 材 に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 、 角 度 の 付 い た ハ
ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 第 １ の 回 転 部 材 を 前 記 第 ２ の 回 転 部 材 に 動 力 を 伝 え る よ う に 接 続 す る 複 数 の ピ ン と
、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 複 数 の ピ ン の 各 々 は 、
角 度 の 付 い た 曲 げ 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 複 数 の ピ ン の 全 て は 、
前 記 第 １ の 回 転 部 材 の 第 １ の 回 転 軸 か ら 、 及 び 前 記 第 ２ の 回 転 部 材 の 第 ２ の 回 転 軸 か ら ず
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 角 度 の つ い た ハ ウ ジ ン
グ は 、 前 記 第 １ の 回 転 軸 及 び 前 記 第 ２ の 回 転 軸 を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た
外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 複 数 の ピ ン は 、 前 記 第
１ の 回 転 部 材 及 び 前 記 第 ２ の 回 転 部 材 の 両 方 と 、 滑 動 可 能 に 関 連 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と
す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 更 に 、 第 １ の バ ネ 及 び 第 ２
の バ ネ を 含 む 複 数 の バ ネ を 有 し 、 前 記 複 数 の ピ ン は 、 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 を 備 え る
第 １ の ピ ン を 有 し 、 前 記 第 １ の バ ネ は 、 前 記 第 １ の 端 部 を 、 前 記 第 １ の 回 転 部 材 か ら 離 れ
る 方 向 に 変 位 さ せ 、 前 記 第 ２ の バ ネ は 、 前 記 第 ２ の 端 部 を 、 前 記 第 ２ の 回 転 部 材 か ら 離 れ
る 方 向 に 変 位 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 複 数 の ピ ン は 、 前 記 ピ
ン の 各 々 の 中 央 部 分 に 近 接 し た 位 置 で 角 度 の つ い た 曲 げ 部 を 有 す る 円 筒 形 で あ る こ と を 特
徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 更 に カ ラ ー を 有 し 、 前 記 カ
ラ ー は 、 前 記 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ か ら 取 り 外 し 可 能 で あ り 、 前 記 カ ラ ー は 、 前 記 第 １
の 回 転 部 材 の 一 部 を 通 す 軸 開 口 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ
ー 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 カ ラ ー は 、 前 記 第 １ の
回 転 部 材 を 前 記 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ に 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用
ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 カ ラ ー は 、 前 記 角 度 の
付 い た ハ ウ ジ ン グ と 螺 合 す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 カ ラ ー に 実 質 的 に 類
似 す る も う １ つ の カ ラ ー を 更 に 有 し 、 前 記 も う １ つ の カ ラ ー は 、 前 記 第 ２ の 回 転 部 材 を 前
記 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ に 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
　 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、
　 第 １ の 軸 を 中 心 に 回 転 す る 第 １ の 回 転 部 材 と 、
　 第 ２ の 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 前 記 第 １ の 回 転 部 材 に 角 度 を 付 け て 関 連 付 け ら れ る 第 ２ の 回
転 部 材 と 、
　 前 記 第 １ の 回 転 部 材 を 前 記 第 ２ の 回 転 部 材 に 動 力 を 伝 え る よ う に 接 続 す る 複 数 の ピ ン と
を 有 し 、 前 記 複 数 の ピ ン は 、 前 記 第 １ の 軸 上 及 び 前 記 第 ２ の 軸 上 に ピ ン の 中 心 が 配 置 さ れ
な い こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 角 度 の つ い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 更 に 、 前 記 第 １ の 回 転 部
材 と 前 記 第 ２ の 回 転 部 材 と の 両 方 に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 、 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の つ い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 複 数 の ピ ン の 各 々 は
、 角 度 の 付 い た 曲 げ 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ
ン グ は 、 前 記 第 １ の 回 転 軸 と 前 記 第 ２ の 回 転 軸 と を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い
た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 ピ ン は 、 前 記 第 １ の
回 転 部 材 と 前 記 第 ２ の 回 転 部 材 と の 両 方 に 滑 動 可 能 に 関 連 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 角
度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 複 数 の ピ ン は 、 前 記
ピ ン の 各 々 の 中 央 部 分 に 近 接 す る 位 置 で 角 度 の つ い た 曲 げ 部 を 有 す る 円 筒 形 で あ る こ と を
特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 更 に カ ラ ー を 有 し 、 前 記
カ ラ ー は 、 前 記 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ に 取 り 外 し 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 カ ラ ー は 、 前 記
第 １ の 回 転 部 材 の 一 部 を 通 す 軸 開 口 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ
イ バ ー 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー で あ っ て 、 前 記 カ ラ ー は 、 前 記 第 １
の 回 転 部 材 を 前 記 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ に 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 角 度 の 付 い た 外 科
用 ド ラ イ バ ー 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 外 科 用 ド ラ イ バ ー の 使 用 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 回 転 部 材 に 回 転 運 動 を 与 え る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 回 転 部 材 及 び 第 ２ の 回 転 部 材 を 動 力 を 伝 え る よ う に 接 続 す る 複 数 の ピ ン を 含
む 連 結 装 置 に よ り 、 前 記 第 ２ の 回 転 部 材 を 駆 動 す る ス テ ッ プ と を 有 し 、 前 記 複 数 の ピ ン の
各 々 は 、 前 記 第 １ の 回 転 部 材 の 回 転 中 心 で あ る 第 １ の 軸 か ら 離 れ て お り 且 つ 前 記 第 ２ の 回
転 部 材 の 回 転 中 心 で あ る 第 ２ の 軸 か ら 離 れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 複 数 の ピ ン は 、 前 記 第 １ の 回 転 部 材 と 前 記 第 ２
の 回 転 部 材 と の 両 方 に 滑 動 可 能 に 係 合 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 更 に 、 前 記 複 数 の ピ ン を 、 前 記 第 １ の 回 転 部 材 と 前
記 第 ２ の 回 転 部 材 と の 両 方 か ら 離 れ る 方 向 に 変 位 さ せ る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 方 法 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 外 科 用 ド ラ イ バ ー に 関 し 、 特 に 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 関 節 交 換 手 術 は 米 国 で 、 １ ９ ６ ０ 年 代 初 頭 か ら 行 わ れ て き た 。 最 小 限 の 侵 襲 の 手 術 を 用
い る 補 綴 寛 骨 臼 殻 の イ ン プ ラ ン ト 又 は 修 復 は 、 ネ ジ 穴 プ ラ グ 及 び 寛 骨 臼 殻 に ね じ 込 ま れ る
ネ ジ を 必 要 と す る 。 殻 を 骨 に 固 定 す る た め に 、 骨 ネ ジ は 、 し ば し ば 、 ネ ジ 穴 を 通 っ て 寛 骨
臼 殻 に ね じ 込 ま れ 、 周 囲 の 皮 質 骨 ま で 到 達 す る 。 寛 骨 臼 殻 の ネ ジ 穴 開 口 は 、 一 般 に 、 手 術
領 域 に 対 し て 角 度 を 持 っ て い る 。 こ れ は 、 し ば し ば 、 ま っ す ぐ な ド ラ イ バ ー 装 置 を 、 殻 の
ネ ジ 穴 開 口 に ア ク セ ス す る た め の 適 切 な 角 度 に す る こ と を 妨 げ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 外 科 手 術 に お い て 、 最 小 限 の 侵 襲 性 に よ る 外 科 技 術 は 、 手 術 領 域 の 周 囲 の 組 織 の 外 傷 を
減 ら す と い う 利 点 を 有 す る 。 寛 骨 臼 殻 の 受 け 入 れ の た め の イ ン プ ラ ン ト 領 域 を 準 備 す る た
め に 、 し ば し ば 拡 孔 器 が 必 要 に な る 。 拡 孔 器 は ド ラ イ バ ー に 接 続 さ れ 、 ま た 、 回 転 器 具 に
接 続 さ れ る 。 ド ラ イ バ ー は 、 （ 手 術 領 域 に ） 近 い 端 部 に お い て 、 独 特 の 構 造 を 備 え 、 こ の
構 造 は 、 拡 孔 器 の 独 特 の 取 り 付 け 機 構 と 互 換 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 整 形 外 科 用 の 拡 孔 器 ア セ ン ブ リ は 、 ド ラ イ バ ー を 含 み 、 ま た 、 こ れ は 骨 の 外 部 表 面 を 成
形 す る の に 用 い ら れ る 。 回 転 器 具 は 、 拡 孔 器 が 接 続 さ れ て い る ド ラ イ バ ー に 接 続 さ れ 、 ま
た こ れ に 動 力 を 付 与 す る 。 ド ラ イ バ ー は 、 一 般 に シ ャ フ ト 及 び 作 動 端 部 を 有 す る 。 可 撓 性
の シ ャ フ ト を 備 え る 整 形 外 科 拡 孔 器 が 知 ら れ て い る 。 可 撓 性 の シ ャ フ ト に よ り 、 拡 孔 器 は
、 髄 内 の 管 の よ う な 非 直 線 の 通 路 の 経 路 に 沿 っ て 移 動 で き 、 非 線 形 開 口 部 を 広 げ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 作 動 体 と 複 数 の Ｌ 字 作 動 棒 が 間 に 搭 載 さ れ た 被 作 動 体 と の 間 に 搭 載 さ れ る 、 Ｌ 字 連 結 棒
を 備 え る 作 動 体 を 備 え る こ と が 知 ら れ て い る 。 作 動 体 は 、 連 結 穴 の 周 縁 部 付 近 に 配 置 さ れ
た 複 数 の 搭 載 穴 と 共 に 中 心 連 結 穴 を 備 え る 。 こ れ は 、 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ４ ／ ０ ０
４ ５ ４ １ ７ 号 Ａ １ 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ４ ／ ０ ０ ４ ５ ４ １ ７ 号 Ａ １ 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 技 術 分 野 に お い て 、 中 心 連 結 ピ ン を 必 要 と し な い 作 動 機 構 が 望 ま れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 ピ ン 駆 動 の 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 そ の 一 形 態 と し て 、 第 １ の 回 転 部 材 、 第 ２ の 回 転 部 材 、 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ
ン グ 及 び 複 数 の ピ ン を 備 え る 、 角 度 の 付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー を 有 す る 。 第 １ の 回 転 部 材
及 び 第 ２ の 回 転 部 材 は 、 互 い に 角 度 を 付 け て 関 連 付 け ら れ る 。 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ は
、 第 １ の 回 転 部 材 及 び 第 ２ の 回 転 部 材 に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 。 複 数 の ピ ン は 、 第 １ の 回
転 部 材 を 第 ２ の 回 転 部 材 に 動 力 を 伝 え る よ う に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 利 点 は 、 中 心 に 位 置 す る 連 結 ピ ン が な い こ と で あ る 。 本 発 明 の 他 の 利 点 は 、 用
い ら れ る ピ ン が 、 第 １ の シ ャ フ ト か ら 第 ２ の シ ャ フ ト に 力 を 伝 達 す る 作 動 ピ ン で あ る こ と
で あ る 。 更 に 、 本 発 明 の 利 点 は 、 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ が 、 ２ つ の 回 転 シ ャ フ ト の 間 の
回 転 可 能 な 角 度 を 画 定 す る と い う こ と で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 上 述 の 及 び 他 の 特 徴 及 び 利 点 並 び に こ れ ら の 実 現 方 法 は 以 下 に 明 ら に さ れ 、 後
述 す る 本 発 明 の 実 施 形 態 の 説 明 を 添 付 し た 図 面 と と も に 参 照 す る こ と で 、 本 発 明 は よ り 理
解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 を 通 し て 、 対 応 す る 参 照 符 号 は 、 対 応 す る 部 分 を 示 し て い る 。 図 面 に 示 さ れ る 実 施
例 は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を １ つ の 形 態 と し て 示 す も の で あ り 、 こ れ ら の 実 施 例 は
い か な る 意 味 で も 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る よ う に 解 釈 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 図 面 、 特 に 図 １ 乃 至 ４ を 参 照 す る と 、 シ ャ フ ト １ ２ 、 シ ャ フ ト １ ４ 、 ス リ ー ブ １
６ 、 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ １ ８ 、 ピ ン ２ ０ 及 び 保 持 カ ラ ー ２ ２ 及 び ２ ４ を 備 え る 角 度 の
付 い た 外 科 用 ド ラ イ バ ー １ ０ が 示 さ れ て い る 。 シ ャ フ ト １ ２ は 軸 ３ ４ を 中 心 に 回 転 し 、 シ
ャ フ ト １ ４ は 、 軸 ３ ６ を 中 心 に 回 転 す る 。 ス リ ー ブ １ ６ は 、 実 質 的 に シ ャ フ ト １ ２ の 長 さ
を 囲 む 。 ス リ ー ブ １ ６ は 、 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ １ ８ に 接 続 さ れ 、 シ ャ フ ト １ ２ が ス リ
ー ブ 内 で 回 転 し て い る と き に 、 術 者 に 把 持 さ れ る 回 転 し な い 表 面 を 提 供 す る 。 簡 潔 さ の た
め に 、 シ ャ フ ト １ ４ の 遠 方 端 部 の 取 り 付 け 構 成 は 省 略 す る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 切 断
、 穴 あ け 、 拡 張 、 ド ラ イ バ ー 装 置 を シ ャ フ ト １ ４ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ピ ン ２ ０ は 、 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ １ ８ と 整 合 す る 角 度 を 備 え る 。 ピ ン ２ ０ は 、 に 概
ね 円 筒 形 状 で あ り 、 ピ ン ２ ０ の ほ ぼ 中 間 点 で 曲 が っ た 形 状 で あ る 。 シ ャ フ ト １ ２ は 、 穴 ３
０ を 備 え る ボ ス ２ ６ を 有 す る 。 シ ャ フ ト １ ４ は 、 穴 ３ ２ を 備 え る ボ ス ２ ８ を 有 す る 。 穴 ３
０ 及 び ３ ２ は 、 そ れ ぞ れ 軸 ３ ４ 及 び 軸 ３ ６ か ら 離 れ た 周 縁 部 付 近 に 配 置 さ れ る 。 穴 ３ ０ 及
び ３ ２ は 、 そ れ ぞ れ 軸 ３ ４ 及 び ３ ６ か ら 所 定 距 離 だ け 離 れ て い る 。 ピ ン ２ ０ は 、 穴 ３ ０ 及
び ３ ２ に 滑 入 で き る よ う に 配 置 さ れ 、 シ ャ フ ト １ ２ 及 び １ ４ が 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ １
８ に 組 立 て ら れ る 。 シ ャ フ ト １ ２ 及 び １ ４ は 、 定 め ら れ た 角 度 で 回 転 し 且 つ 角 度 の 付 い た
ハ ウ ジ ン グ １ ８ に よ り 決 定 さ れ る 距 離 だ け 互 い に 離 間 す る よ う に 束 縛 さ れ て い る の で 、 ピ
ン ２ ０ は 、 ア セ ン ブ リ の 中 で だ け 保 持 さ れ て い る 。 回 転 力 源 が シ ャ フ ト １ ２ に 接 続 さ れ て
い る の で 、 シ ャ フ ト １ ２ の 回 転 力 が ピ ン ２ ０ に よ り シ ャ フ ト １ ４ に 伝 達 さ れ る 。 バ ネ ４ ２
が 、 穴 ３ ０ 及 び ３ ２ 内 に 位 置 決 め さ れ て お り 、 ピ ン ２ ０ 運 動 を 制 御 す る 。 バ ネ ４ ２ は 、 ピ
ン ２ ０ が 穴 ３ ０ 及 び ３ ２ 内 に 挿 入 さ れ る よ う に 圧 縮 さ れ 、 ま た 、 ピ ン ２ ０ が 、 穴 ３ ０ 及 び
３ ２ 内 で 変 位 で き る よ う に 拡 張 さ れ る 。 バ ネ ４ ２ は 、 シ ャ フ ト １ ２ 及 び １ ４ か ら 実 質 的 に
等 し く ピ ン ２ ０ を 変 位 さ せ る 。 バ ネ ４ ２ に よ り 、 シ ャ フ ト １ ２ 及 び １ ４ は 滑 ら か に 回 転 す
る こ と が で き る 。 こ れ は 、 シ ャ フ ト １ ２ 及 び １ ４ が 回 転 し て い る と き に 、 ピ ン ２ ０ は 、 穴
３ ０ 及 び ３ ２ 内 で 等 距 離 で 延 び て い る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ １ ８ が 存 在 す る の で 、 軸 ３ ４ 及 び ３ ６ 上 に 配 置 さ れ る 中 心 の 保
持 ピ ン を 設 け る 必 要 が な く な る 。 こ の 利 点 に よ り 、 ア セ ン ブ リ 中 の 中 心 穴 及 び 保 持 ピ ン の
配 置 に 関 わ ら ず 、 ピ ン ２ ０ を 離 れ て 配 置 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 保 持 カ ラ ー ２ ２ 及 び ２ ４ は 、 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ １ ８ と 螺 合 し て ボ ス ２ ６ 及 び ２ ８
を そ れ ぞ れ 角 度 の 付 い た ハ ウ ジ ン グ １ ８ に 位 置 決 め し 、 シ ャ フ ト １ ２ 及 び １ ４ の 回 転 軸 を
画 定 す る 。 ま ず 、 ピ ン ２ ０ は 、 穴 ３ ０ 及 び ３ ２ の い ず れ か に 挿 入 さ れ 、 そ の 後 、 角 度 の 付
い た ハ ウ ジ ン グ １ ８ に 挿 入 さ れ 、 そ し て 適 当 な 保 持 カ ラ ー ２ ２ 又 は ２ ４ が 角 度 の 付 い た ハ
ウ ジ ン グ １ ８ に ね じ 込 ま れ る 。 そ の 後 、 ピ ン ２ ０ は 、 穴 ３ ０ 又 は ３ ２ に 整 合 す る よ う に 挿
入 さ れ る 。 シ ャ フ ト が 、 搭 載 さ れ て い る 保 持 カ ラ ー ２ ２ 又 は ２ ４ と 共 に 角 度 の 付 い た ハ ウ
ジ ン グ １ ８ に 挿 入 さ れ た 状 態 で あ る の で 、 ピ ン ２ ０ は 、 穴 に 挿 入 さ れ た ま ま で あ る 。 異 な
る 寸 法 で 示 さ れ る ベ ア リ ン グ ４ ０ は 、 シ ャ フ ト １ ２ 及 び １ ４ を 回 転 可 能 に 保 持 す る 。 ハ ウ
ジ ン グ １ ８ の 構 造 に よ り 、 シ ャ フ ト １ ２ 及 び １ ４ が 互 い に 定 め ら れ た 距 離 で 且 つ 角 度 の 付
い た ハ ウ ジ ン グ １ ８ に よ り 定 め ら れ た 角 度 で 互 い に 回 転 で き る よ う に 、 ベ ア リ ン グ ４ ０ が
位 置 決 め さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の ア セ ン ブ リ は 、 ピ ン ２ ０ に よ り シ ャ フ ト １ ２ か ら 伝 え ら れ る 力 を 伝 達 す る と と も に
、 シ ャ フ ト １ ４ の 滑 ら か な 動 作 を 有 利 に 可 能 に す る 。 ４ つ の ピ ン ２ ０ が 示 さ れ て い る け れ
ど も 、 こ の ア セ ン ブ リ に お い て 、 任 意 の 数 の ピ ン を 使 用 す る こ と が で き る 。 更 に 、 ピ ン ２
０ は 、 軸 ３ ４ 及 び ３ ６ か ら 等 距 離 に 配 置 さ れ て 示 さ れ て い る が 、 こ の よ う な 配 置 は 必 要 的
で は な く 、 ま た 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 と し て 非 対 称 の 配 置 も 考 慮 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 を 好 ま し い 設 計 と し て 説 明 し て き た け れ ど も 、 本 発 明 は 、 本 開 示 の 精 神 及 び 範 囲
内 で 更 に 変 形 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 願 は 、 一 般 的 な 原 理 を 用 い て な さ れ る 本 発 明
の 任 意 の 変 形 例 、 使 用 方 法 、 応 用 を 包 含 す る 趣 旨 で あ る 。 更 に 、 本 願 は 、 本 開 示 か ら 本 発
明 の 関 係 す る 知 識 又 は 慣 習 的 な 実 践 か ら 生 ず る 逸 脱 を 包 含 す る こ と を 意 図 し て お り 、 こ れ
ら は 添 付 し た 特 許 請 求 の 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 外 科 用 ド ラ イ バ ー 実 施 形 態 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 組 立 て ら れ た 、 図 １ の 外 科 用 ド ラ イ バ ー を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 外 科 用 ド ラ イ バ ー の ピ ン ア セ ン ブ リ を 示 す 部 分 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ 乃 至 ３ の 外 科 用 ド ラ イ バ ー の ピ ン ア セ ン ブ リ を 示 す 部 分 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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